
社会資本総合整備計画の
事後評価について
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①下水道管の整備
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はじめに（趣旨）

 下水道事業は、国の交付金を活用し、計画に基づき
実施している。

交付金の名称 ： 社会資本整備総合交付金

計画の名称 ： 社会資本総合整備計画

 計画期間の完了時に事後評価を実施。

評価の透明性、客観性、公正さを確保するため、

学識経験者等の第三者の意見を求めることとなっている。
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交付金事業の流れ

計画期間
令和３～６年度

事業の実施 事後評価

①下水道管の整備

令和７年度
評価の公表
・ホームページで公表
・国に報告
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事後評価 ①下水道管の整備

◼ 計画の目標

下水道の区域内における下水道の未普及地域の早期解消により、

生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図る。

◼ 成果目標（定量的指標）

下水道が利用可能な区域の割合を

80.616％（R3当初：1,812.42ha）から

80.665％（R6末   ：1,813.52ha）に増加させる。

（参考）

下水道が利用可能な区域の割合（％） 

＝下水道が利用可能な区域面積（ha） ÷ 下水道の計画区域の面積（ha）
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事後評価 ①下水道管の整備

◼ 計画期間内（R3～R6）における進捗状況

下水道管の整備延長 場所 事業費
（百万円）

下水道が利用
可能になった
面積(ha)

R３ 管径150mm ５２.０ｍ 東大通三丁目 ６ 0.3ha

R４
管径150mm ７.０ｍ
管径200mm ２４.０ｍ

東二丁目 ５ 0.4ha

R５ 管径150mm ６２.０ｍ 花沢町一丁目 ８ 0.3ha

R６ 管径150mm ５２.８ｍ 万世町金谷 １０ 0.4ha

合計  １９７.８ｍ ２９ 1.4ha

◼ 事業効果の発現状況

下水道管が未普及の地域に整備されることにより、

今後、下水道への接続が進み、

生活環境の改善と公共用水域の水質保全が期待される。
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事後評価 ①下水道管の整備

◼ 成果目標（定量的指標）

下水道が利用可能な区域の割合を

80.616％（R3当初：1,812.42ha）から

80.665％（R6末   ：1,813.52ha）に増加させる。

◼ 結果（最終目標値の実現状況）

下水道が利用可能な区域の割合が

80.616％（R3当初：1,812.42ha）から

80.678％（R6末   ：1,813.82ha）に増加。

◼ 今後の方針について

現在は、私道への下水道管の整備が主であることから、下水道管の

整備要望があった箇所を中心に未普及地域の早期解消に向け取り組ん

でいく。
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